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民生費
4,899

教育費
1,121

衛生費
930

土木費
655

公債費 388
消防費 332

議会費・労働費・農林費・商工費 120
諸支出金 114

総務費
1,441

一般会計の歳出１万円当たりの使いみち全会計の執行状況

会計 予算現額
歳入 歳出

収入済額 収入率
（％） 支出済額 執行率

（％）
一般会計 619億2,761万円 574億3,998万円 92.8 512億9,277万円 82.8

特
別
会
計（
＊
）

国民健康
保険 116億6,665万円 105億7,249万円 90.6 105億4,525万円 90.4

介護保険 97億7,771万円 91億1,793万円 93.3 83億2,392万円 85.1

後期高齢
者医療 34億2,481万円 32億6,654万円 95.4 33億6,306万円 98.2

全会計合計 867億9,678万円 803億9,694万円 92.6 735億2,500万円 84.7

（＊）�特定の事業・資金など特別に必要となる場合に、一般会計から区別して歳入・
歳出を別個に処理する会計

区分 予算現額 執行額 執行割合（％）

下
水
道
事
業
会
計

収益的収入 25億7,472万円 23億198万円 89．4

収益的支出 30億759万円 19億6,752万円 65．4

資本的収入 5億7,191万円 4億5,610万円 79．8

資本的支出 8億8,805万円 6億4,973万円 73．2

※�下水道事業は、地方公営企業法の財務規定の適用により会計方式が公営企業会計
に移行しているため、別表示としています。

市有財産の状況市有財産の状況
（　）内は令和５年度上半期（　）内は令和５年度上半期
からの増減からの増減
※�令和5年12月1日号7ペー
ジ参照

土地
公園や施設などの敷地
５２１,３４９．７９㎡
（＋4,722．39㎡）

建物
学校や公民館など
１６５,２６６．５８㎡
（+281．89㎡）

物権
地上権
１,３５２.５８㎡
（±0㎡）

出資による権利等
(株)ＪＲ中央線コミュニティ
デザイン出資金など
５,７９0万円
（±0円）

物品
1件100万円以上の
自動車等備品類
２８１点
（+3点）

債権
国分寺市土地開発公社貸
付金など
６億７,８１９万円
（-136万円）

基金
財政調整基金など
１３３億８,３９２万円
（-16億1,949万円）

市債の状況

一時借入金の状況

区分 市債の現在高 内容元金 利子 合計
一般会計 231億7,363万円 10億9,647万円 242億7,010万円
総務債 54億1,642万円 6億6,265万円 60億7,907万円 国立駅高架下市民利用施設整

備、公益施設整備、新庁舎建設
民生債 11億5,661万円 4,725万円 12億386万円 高齢者複合施設・保育園園

舎建設、保育園大規模改修
衛生債 2億4,254万円 1,117万円 2億5,371万円 老人保健施設建設

土木債 111億8,278万円 2億2,727万円 114億1,005万円
道路・公園整備、エック
ス山緑地保全用地取得、
国分寺駅北口再開発事業

消防債 5億7,119万円 993万円 5億8,112万円 消防団詰所整備、消防
署用地取得

教育債 37億6,151万円 1億2,630万円 38億8,781万円 小・中学校建設・改修、
公民館・図書館整備

臨時財政対策債 7億4,134万円 1,182万円 7億5,316万円 一般財源の不足分に充当
減税補てん債・臨
時税収補てん債 1億124万円 8万円 1億132万円 市民税等減税分・税収

の補てん
下水道事業会計 33億512万円 3億4,293万円 36億4,805万円 公共下水道整備

項目 元金 利子 合計
市債の現在高 264億7,875万円 14億3,940万円 279億1,815万円
市民1人当たり（＊） 21万円 1万円 22万円
（＊）令和6年4月1日現在の人口129,007人

　国分寺市財政状況の作成及
およ
び公表に関する条例により、半期ごとに予算

の執行状況や市の財産、市債残高などを公表します。今回は令和5年度下
半期（令和5年10月1日～令和6年3月31日）の財政状況をお知らせします。
　なお、金額などは令和6年3月31日現在のもので、決算額ではありません。

　令和5年度の決算額は出納整理期間（＊1）終了後〔下水道事業会計は決算
整理（＊2）終了後〕に確定します。
（＊1）�4月1日～5月31日。前会計年度末までに確定した債権債務に関して所定の手続き

を完了し、現金の未収未払の整理を行うための期間
（＊2）�固定資産に係る整理や消費税計算など、事業年度終了後に行う会計処理

一般会計　歳入・歳出予算の執行状況

■半期ごとの状況　� 上半期＝235億8,287万円�
下半期＝338億5,711万円

■半期ごとの状況　� 上半期＝209億5,674万円�
下半期＝303億3,603万円

歳入
市税

２40億2,961万円
（４1.8％）

市税
２40億2,961万円
（４1.8％）

国庫支出金
104億2,786万円
（18.2％）

国庫支出金
104億2,786万円
（18.2％）

地方消費税交付金
　29億5,533万円（５.1％）
地方消費税交付金
　29億5,533万円（５.1％）
都支出金
　79億1,014万円（１3.8％）
都支出金
　79億1,014万円（１3.8％）

繰越金
　29億4,230万円（5.1％）
繰越金
　29億4,230万円（5.1％）

使用料及び手数料
　9億3,154万円（１.6％）
使用料及び手数料
　9億3,154万円（１.6％）

法人事業税交付金
　3億8,767万円（0.7％）
法人事業税交付金
　3億8,767万円（0.7％）

繰入金
　23億4,850万円（4.1％）
繰入金
　23億4,850万円（4.1％）

諸収入
　11億4,757万円（２.0％）
諸収入
　11億4,757万円（２.0％）

市債
　27億3,760万円（4.8％）
市債
　27億3,760万円（4.8％）

分担金及び負担金 
　３億5,778万円（０.6％）
分担金及び負担金 
　３億5,778万円（０.6％）

その他
　１２億6,408万円
　（２.2％）

その他
　１２億6,408万円
　（２.2％）

歳出
民生費

２51億2,882万円
（49.0％）

民生費
２51億2,882万円
（49.0％）

土木費
　33億6,123万円（6.6％）
土木費
　33億6,123万円（6.6％）

教育費 57億4,781万円
（11.2％）
教育費 57億4,781万円
（11.2％）

衛生費 ４7億7,175万円
（９.3％）
衛生費 ４7億7,175万円
（９.3％）

総務費
73億9,167万円
（14.4％）

総務費
73億9,167万円
（14.4％）

公債費
　19億9,175万円（3.9％）
公債費
　19億9,175万円（3.9％）

消防費
　17億311万円（3.3％）
消防費
　17億311万円（3.3％）

諸支出金 5億8,249万円（1.1％）諸支出金 5億8,249万円（1.1％）
議会費 3億1,274万円（0.6％）議会費 3億1,274万円（0.6％）

その他
3億140万円（０.6％）
その他
3億140万円（０.6％）

　一般会計の歳入予算の収入状況は92.8％（前年度
95.0％）となりました。決算時には、歳入予算の収入
率は、例年ほぼ100％となっています。令和5年度も、
出納整理期間中に事業完了に伴う国や都からの補助金
や借入金の収入が見込まれるので、予算額どおりの決
算となる見込みです。
　歳出予算の執行状況は82.8％（前年度81.6％）となり
ました。3月末に完了した事業費や光熱水費など月額
支払が出納整理期間で行われ、最終的には令和5年度
も例年同様97～98％程度の執行率となる見込みです。

収入済額� ５７４億３,９９８万円
� （対予算収入率９２．８％）歳入 支出済額� ５１２億９,２７７万円

� （対予算執行率８２.８％）歳出

内容 市民１人
当たりの額

福祉の充実のために（民生費） 194,787円

市役所の運営や市税の賦課・徴収のために（総務費） 57,297円

学校教育や生涯学習、文化財の保護のために（教育費） 44,554円

健康の増進や衛生管理・ごみ処理のために（衛生費） 36,988円

道路・駅周辺整備や交通安全のために（土木費） 26,055円

市債の元金・利子償還のために（公債費） 15,439円

火災などの災害対策のために（消防費） 13,202円

�議会運営や経済・農業振興のために
（議会費・労働費・農林費・商工費） 4,760円

特別会計への繰出金・貸付金や基金積立のために（諸支出金） 4,515円

合計 397,597円

市民１人当たりの一般会計歳出の使いみち
　一般会計の支出済額を使いみちごとに分類し、市の人口129,007人（令
和6年4月1日現在）で除して市民1人当たりの額を算出しました。

　道路、公園、小・中学校、下水道などの公共施設整備のために、国や都、金融
機関などから長期に借り入れて調達した資金のことを「市債（市の借金）」といいま
す。整備した公共施設は将来にわたって使用しますので、この費用を現在の市民
だけではなく、将来の市民も負担することで、世代間の負担を公平にします。

一時借入金はありません

市の財政状況をお知らせします 令和５年度下半期（１0月～3月） i財政課（内407）

令和6年（2024年）6月1日号 市報 １１市役所 042-３2５-0111


